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高知県緊急輸送道路ネットワーク計画図

まちなみ再生エリア

〇四国地区無電柱化推進計画（四万十市地区）

まちなか再生エリア（案）

本市では、「誰もが安全・安心かつ快適に暮らせる住環境の創出」を目標としており、災害に強いまち
づくり、良好な生活環境の実現化のため、第一次緊急輸送道路の無電柱化の推進を図っている。

また、観光振興を活かした「土佐の小京都」のまちなみ景観の創出を目指すため、まちなみ再生エリア
地区の無電柱化整備を推進。



〇四万十市景観計画
四万十川の自然、流域の営みとが織りなす景観、国の重要文化的景観に選定されることを契機に、平

成２０年景観法に基づく「四万十川景観計画」を策定。

中心市街地としては、「土佐の小京都」と呼ばれており、一條神社など市が誇る貴重な歴史・文化資源
が点在していた。しかし、昭和の南海地震などの被害により、今ではまちなみから「小京都」の面影がほと
んど失われた。そのため、「土佐の小京都」を創出することを目的とし、中村小京都まちなみ景観基本計
画を策定。

※中村小京都まちなみ景観基本計画 抜粋



〇四万十市における景観整備
国、県、市が協働し、せせらぎ水路や石畳みなどの景観修景を整備。

せせらぎ水路中村城からのまちなみ

東下町稲荷通り



〇四万十市まちなか再生検討会
本市では、「土佐の小京都」としての歴史・文化が集積する中心市街地（まちなか）の再生を図ること

を目的として、「四万十市中心市街地活性化基本計画」を策定、官民協同で取り組みながら、まちづく
りを推進。しかしながら、社会情勢の変化により、今後、持続可能な都市を維持、継続するため、平成
２９年８月「四万十市まちなか再生検討会」を発足し、まちなかの再生に特化して、議論を進めてきた。



〇四万十市まちなか再生検討会 方針・課題

※四万十市まちなか再生検討会報告書 抜粋



〇財源確保

まだコストが高く、財源の確保ができず、整備まで至らないのが現実。



〇国土交通所における無電柱化整備における検証
現在、国土交通省で低コストの検討が進められており、直接埋設工法や既存ス

トックの活用、規制緩和も進んでいる。

【工法検討】
【既存ストックの有効活用】

【基準緩和】



〇四万十市における無電柱化整備の可能性（低コスト工法）

四万十市では水道管の更新工事が行われており、まちなかに一部、旧水道管
（Φ１５０）が残っている箇所がある。
その水道管を有効活用して無電柱化を整備。

×箇所が旧水道管

旧水道管



〇低コストの確立

既存ストックを活用することで、掘削やＡｓ取壊しが軽減。
幅員が狭い箇所などの道路制約が不要。

・工事コストの削減
・道路の制約軽減
・既存ストックの有効活用
・他施設の撤去費用の軽減
・道路埋設物の増加を制限

低コストの確立

既存ストックの有効活用



〇課題の抽出

しかし、旧水道管を有効活用することでの課題。

【課 題】
・鋳鉄管（旧水道管）を利用できるのか
・離隔距離の確保
・埋設深
・電線管理者との協議
・・・・etc

こういった課題があるが、本市には、無電柱化におけるノウハウや
技術力が無い。



〇四万十市の無電柱化の整備に向けて

●課題解決に向け、国のノウハウや知見、技術力を導入。

●地域の既存ストクックを活用し、低コストの確立、無電柱化整備。

将来、無電柱化のニーズ箇所に位置づけを目指す！


